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山間地における開発桑園の造成時には,必ずしも充分な

土壌改良資材の投入がなされていないのが現状である。そ

こで,改良資材投入による効果を普通耕 (10")と深耕(ω
σπ)において,桑の収量と土壌理化学性の変化について植

付後 4年間その推移を調査し,同時にその経済性について

評価を行つたので,その概要を報告する。

2  試 験 方 法

試験場所 :村山市大高根

圃場条件 :雑木林を1974年に造成,傾斜が西南3～ 4° ,

造成により表土剥離され,ほとんど下層土である第 3紀層

砂岩および頁岩風化土が露出した黄褐色埴壌土。1975年 5

月植付,桑品種剣持,栽植距離 2× 0752,高 根刈仕立。
試験区および資材投入量 (″/10a):

～

稲わら 堆 肥 BM溶燐
わ ら1002 1,500 1,

堆  肥 10の 改 良 3,Ol10 1,

有機物 10οZ改 良 275 lm

①の改良 3,∞ 0 1.375 7m

施肥 :各区共通て基準施肥量 (N30り/10a, P20515

り/10a.K2018り /10a)の 5害1を 1年 目r_, 8割を

2年目に, 3年日以降は基準施肥■で,春夏5:5で行っ

た。なお,植付時,溝に稲わら600り /102を施用し尿素を

重量の3%添加した。また, 4年 目の春に堆肥2000均/10

aを全面散布した。

試 験 結 果

1 収量について

慣行の無有機物10の政良に比較すると,各改良区で 1年

目より優 り, 3年間合計収量 (10a当 )では,深耕堆肥m物

改良で 828た′,堆肥 10οπ改良で 510ん,,稲わら10の改良で

460り の増収となつた。また,年次別の収量の推移をみる

と,深耕堆肥∞
“
改良だけが収穫 3年 目も収量の上昇がみ

られたが,他区においては減少の傾向が認められた。この

傾向は今後も続き,深耕堆肥Юοπ改良との収量差はなお更

に広がるものと思われる。

口
¨‐1976

□
‐‐1977

日 … 1978

稲
お鳥改良

堆
艦m改良

無
鳥書蜜良

深
鰍I撃良

図 1 収量の推移
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図 3 三相分布の変化
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2 土壌理化学性について

処理の両極端である慣行の無有機物 10οπ改良と深耕堆肥

Юの改良について,土壌理化学性の比較を行つた。

植付 2年 目の PFの推移をみると,改良によりPF値が

低く推移した。これは,深耕 ,堆肥の投入により保水力が

増加したためと思われる。

植付 2年 日の10月 の=相
分布の調査では,深耕,堆肥の

投入による気相の拡大が認められた。

PH(I120)の変化は,植付 2年 目より認められ酸性改良

の効果が下層までみられ,その後も適正なPF値が維持で

きたが,その効果は徐々に下層に移行するのが認められた。

塩基飽和度においても,改良により植付 2年 日から飽和

度が増加し,その後も適正な飽和度が維持できた。

この他,置換酸度の減少,有効態燐酸の富化が認められ

7_。

3 改良資材導入による経済性

慣行の無有機物10%改良と比較した収益増は,堆肥10σ
″

改良>稲わら10σ″改良>深耕堆肥510π 改良の順であつたが,

しかし,llg付 4年 目の収量は,深耕堆肥ωοπ改良において

のみ前年より上昇しており,他区においては減少の傾向に

ある。このことから,今後の収益増は深耕堆月巴い物改良で

より多くなり,造成よりの経済性でも最もよくなることが

見込まれる。

4  ま  と  め

永年作物である桑樹は新植されると少なくとも10年間は

改植されないので,開発桑国の造成時における土壌改良方

法は,単に 10～ 15σ2の表層改良にとどまることなく,少

なくとも40～ 50のまでの改良が必要であり,充分な有機

(年度)

物と改良資材の投入は,初年度は経費増となるが漸次収益

増が見込まれるため,造成時には充分な計画のもとにすす

めることが必要である。
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表 1 改良資材導入による収益性(10a当り) (単位 :円 )

2)労 力  1112
3)深 耕  8.03
4"消石灰 12.760
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図 5 塩基飽和度の推移


